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1. 平成29年9月期の連結業績（平成28年10月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年9月期 8,789 △8.4 431 △26.5 459 △20.7 216 △42.5

28年9月期 9,598 △3.8 586 37.0 579 38.9 377 122.4

（注）包括利益 29年9月期　　234百万円 （△35.6％） 28年9月期　　363百万円 （104.9％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

29年9月期 48.23 ― 6.3 6.0 4.9

28年9月期 83.95 ― 11.7 7.6 6.1

（参考） 持分法投資損益 29年9月期 ―百万円 28年9月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年9月期 7,915 3,527 44.6 785.36

28年9月期 7,453 3,392 45.5 755.22

（参考） 自己資本 29年9月期 3,527百万円 28年9月期 3,392百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

29年9月期 57 92 95 1,365

28年9月期 469 21 △307 1,120

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

28年9月期 ― 0.00 ― 22.00 22.00 98 26.2 3.1

29年9月期 ― 0.00 ― 16.00 16.00 71 33.2 2.1

30年9月期(予想) ― 0.00 ― 15.00 15.00 33.7

3. 平成30年 9月期の連結業績予想（平成29年10月 1日～平成30年 9月30日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 5,430 12.6 345 △18.1 345 △18.0 215 △1.6 47.86

通期 9,400 6.9 310 △28.1 310 △32.6 200 △7.7 44.52



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年9月期 4,505,757 株 28年9月期 4,505,757 株

② 期末自己株式数 29年9月期 13,648 株 28年9月期 13,249 株

③ 期中平均株式数 29年9月期 4,492,400 株 28年9月期 4,492,642 株

（参考）個別業績の概要

1. 平成29年9月期の個別業績（平成28年10月1日～平成29年9月30日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年9月期 8,043 △10.6 358 △37.8 387 △32.1 157 △57.5

28年9月期 8,996 △1.5 576 38.6 570 40.1 369 129.9

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

29年9月期 34.96 ―

28年9月期 82.19 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年9月期 7,769 3,545 45.6 789.18

28年9月期 7,430 3,469 46.7 772.30

（参考） 自己資本 29年9月期 3,545百万円 28年9月期 3,469百万円

2. 平成30年 9月期の個別業績予想（平成29年10月 1日～平成30年 9月30日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 5,020 12.4 310 △15.1 310 △15.0 180 5.0 40.07

通期 8,700 8.2 260 △27.5 260 △32.9 160 1.9 35.62

※ 決算短信は監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、本資料発表日において入手可能な情報に基づき算定しており、その達成を当社として約束す
る趣旨のものではありません。また、実際の業績等は今後様々な要因によって数値予想と異なる結果となる場合があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況 

 当連結会計年度となるここ１年間の我が国経済は、当初の海外を要因とする環境悪化懸念を払拭し、世界的な

製造業サイクルの好転を受けた輸出増加に加え国内需要が底堅さを増し、日銀短観においても全規模全産業の業

況判断指数が26年ぶりの高水準を示し、個人消費も雇用所得環境の改善を背景に堅調に推移する等、裾野の広い

バランスのとれた景気回復の様相を呈しました。 

 建築業界では、首都圏の再開発や2020年の東京五輪向けの建築需要が引き続き堅調でしたが、人手不足を背景

に需給が逼迫し建築坪単価が上昇したことから、東京都内における、オフィスビル等の非居住用建物の着工面積

はほぼ横這いとなりました。 

 このような状況のなか、当社グループは新中期経営計画（平成27年10月～平成30年９月）の方針「革新への挑

戦」の２年目の方針として「誠実に、確実に、より早く」を掲げ、社会的要請に応え、安全で高品質な施工とサ

ービスを確実にスピーディーに提供し、業容の拡大、業績の向上を図るべく、以下の経営施策に取り組んでまい

りました。 

 「生産力の強化」：ＩＴ導入・教育訓練強化による生産効率の向上と労働時間短縮 

協力会社での技能員雇用環境の改善、地方施工会社とのワークシェアリング 

 「営業力の強化」：営業統括担当役員を選任し新規顧客開拓体制を整備、直接受注の強化 

新たな業務領域の開拓、社員の早期育成体制の構築 

 「現場力の強化」：出来高の向上、原価管理の一層の適正化、主任技術者の増強 

 また、仮本社への移転に伴い、柔軟な組織改編が出来る環境を整え、お客さまのニーズに積極的にお応えしつ

つ、協力会社とともに機動力を発揮し、業績の向上に努めてまいりました。 

 この結果、当連結会計年度の受注高は、90億16百万円（前年同期比1.3％減）と当初予想を下回りましたが、売

上高は、87億89百万円（前年同期比8.4％減）と当初予想を上回りました。利益面におきましては、当初予想を上

回り、営業利益４億31百万円（前年同期比26.5％減）、経常利益４億59百万円（前年同期比20.7％減）となり、

親会社株主に帰属する当期純利益は、新本社屋建築計画に伴う旧本社屋除却による特別損失を含め、２億16百万

円（前年同期比42.5％減）となりました。 

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（建設工事業）

 売上高は80億43百万円（前年同期比10.6％減）となりました。セグメント利益につきましては、３億58百万

円（前年同期比37.8％減）となりました。受注高につきましては、83億46百万円（前年同期比2.0％減）となり

ました。

 

（設備工事業）

 売上高は７億49百万円（前年同期比24.3％増）となりました。セグメント利益につきましては、72百万円

（前年同期比616.5％増）となりました。受注高につきましては、６億69百万円（前年同期比8.0％増）となり

ました。

 

（２）当期の財政状態の概況 

（資産）

 当連結会計年度末における資産の残高は、前連結会計年度末に比べ４億61百万円増加し、79億15百万円とな

りました。その内訳といたしましては、流動資産68億26百万円、有形・無形固定資産６億43百万円、投資その

他の資産４億46百万円であります。

 

（負債）

 負債の残高は、前連結会計年度末に比べ３億26百万円増加し、43億87百万円となりました。その内訳といた

しましては、流動負債38億25百万円、固定負債５億62百万円であります。

 

（純資産） 

 純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ１億35百万円増加し、35億27百万円となりました。この結果、当

連結会計年度末の自己資本比率は44.6％となりました。 
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

 当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の期末残高は13億65百万円となり、期

首残高に比べ２億45百万円の増加となりました。

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 当連結会計年度における営業活動により得られた資金は57百万円となりました。これは主に、売上債権の増

加５億８百万円、役員賞与引当金の減少34百万円等により資金が減少したものの、税金等調整前当期純利益が

３億31百万円となり、未成工事受入金の増加１億77百万円等により資金が増加したことによるものでありま

す。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 当連結会計年度における投資活動により得られた資金は92百万円となりました。これは主に、有形固定資産

の取得による支出２億５百万円、敷金及び保証金の差入による支出56百万円等により資金が減少したものの、

定期預金の払戻による収入３億26百万円、保険積立金の解約による収入65百万円等により資金が増加したこと

によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 当連結会計年度における財務活動により得られた資金は95百万円となりました。これは主に、長期借入金の

返済による支出６億30百万円、配当金の支払による支出98百万円等より資金が減少したものの、長期借入れに

よる収入８億円等により資金が増加したことによるものであります。

 

 なお、当社グループのキャッシュ・フロー指標の推移については以下のとおりであります。

 
平成26年９月期

(連結) 
平成27年９月期

(連結) 
平成28年９月期

(連結) 
平成29年９月期

(連結) 

自己資本比率 (％) 36.3 39.7 45.5 44.6 

時価ベースの

自己資本比率 (％)
21.6 25.8 27.2 30.4 

キャッシュ・フロー対
有利子負債比率 (年)

7.3 1.6 1.8 18.1 

インタレスト・
カバレッジ・レシオ (倍)

20.8 39.1 35.6 6.9 

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

(注１) 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

(注２) キャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローを使用しております。

(注３) 有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象として

おります。
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(４）今後の見通し 

 今後の我が国経済は、世界的な景気回復基調に併せ、現政権と日銀による経済政策が継続され、当面は企業業

績の改善を中心に、更なる回復が期待されています。一方、米国政権の対外政策による既存貿易構造への変動圧

力、東アジアの地政学的リスクの顕在化等が国内景気に影響することが懸念されます。 

 建築業界におきましては、民間建設投資は引き続き、大型再開発プロジェクトや老朽化した建物の建て替え需

要に牽引され、増加基調が続くものと予想されます。都心部での開発案件が一定期間に集中し需給逼迫による建

設市況の大きな変動が懸念されていますが、東京五輪開催に向けたホテルや商業施設の建築に加え、都心部の大

型再開発プロジェクトなどへの投資が堅調に推移し、中期的には業界全体の事業環境は回復基調が継続すると予

想されています。 

 一方、労務需給逼迫や品質向上の社会的要請による労務費上昇等コスト増加懸念が続く等、業界を取り巻く経

営環境は依然として先行きの不透明感を払拭できない状況にあります。 

 このような経営環境のなか、新中期経営計画（平成27年10月～平成30年９月）の方針「革新への挑戦」のも

と、将来的に予想される「激動するマーケットに柔軟に対応できる企業」を創り上げることを目指してまいりま

す。 

 新中期経営計画の最終年となる今年度は「技 術 創 造」を方針として掲げ、シーリング防水工事業のパイ

オニアとして、数多くのソリューションを実現してきた“マサルブランド”のスピリットを継承し、全ての業務

における「技術の創造」により安全で高品質な施工とサービスをスピーディーに提供し、業容の拡大、業績の向

上を図ってまいります。 

 更に、新中期経営計画の経営施策を次の成長ステップに繋げるべく、以下の施策を推進してまいります。 

 「生産力の強化」：ＩＴ導入・教育訓練強化による生産効率の向上 

労働環境改善による人材確保と能力開発 

協力会社での技能員雇用環境の改善、地方施工会社とのワークシェアリング 

 「営業力の強化」：新規顧客開拓体制の整備、直接受注の強化 

技術提案、ＶＥ提案を主とした営業戦略の構築 

新たな業務領域の開拓、社員の早期育成体制の構築 

 「現場力の強化」：ＩＴを活用した安全教育の実施 

技能社員の増強、優秀技能者による技能の伝承 

 また、年度末に完成予定の新本社屋での業務環境整備計画を順次先行実施し、魅力ある企業作りの実現によ

り、お客さまのニーズに積極的にお応えできる態勢を整え、協力会社とともに機動力を発揮し業績の向上に努め

てまいります。また、工事利益の採算性を確保し、新築市場、リニューアル市場ともにバランスのとれた受注に

より目標達成に邁進してまいります。 

 次期決算期の決算見通しといたしましては、受注高98億円、売上高94億円、営業利益３億10百万円、経常利益

３億10百万円、親会社株主に帰属する当期純利益２億円をそれぞれ予想しております。 

 なお、上記の業績予想は本資料の発表日現在ににおいて入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループは、国際的な事業展開や資金調達を行っていないため、日本基準に基づき連結財務諸表を作成して

おります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年９月30日) 
当連結会計年度 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,446,524 1,365,911 

受取手形・完成工事未収入金 1,431,699 ※１ 1,935,669 

電子記録債権 502,095 506,565 

未成工事支出金 ※４ 2,881,884 ※４ 2,733,027 

材料貯蔵品 9,126 8,948 

繰延税金資産 77,569 78,763 

その他 189,565 198,673 

貸倒引当金 △942 △1,180 

流動資産合計 6,537,521 6,826,378 

固定資産    

有形固定資産    

建物 ※２ 300,920 72,703 

減価償却累計額 △206,860 △16,515 

建物（純額） 94,059 56,188 

機械装置及び運搬具 6,354 6,599 

減価償却累計額 △4,339 △4,807 

機械装置及び運搬具（純額） 2,014 1,791 

土地 ※２ 407,655 447,020 

建設仮勘定 － 106,693 

その他 28,663 16,355 

減価償却累計額 △19,811 △10,624 

その他（純額） 8,852 5,730 

有形固定資産合計 512,582 617,424 

無形固定資産    

ソフトウエア 2,558 25,621 

その他 6,689 － 

無形固定資産合計 9,248 25,621 

投資その他の資産    

投資有価証券 70,857 96,043 

長期貸付金 23,323 17,355 

その他 372,812 405,472 

貸倒引当金 △72,360 △72,358 

投資その他の資産合計 394,632 446,511 

固定資産合計 916,463 1,089,557 

資産合計 7,453,985 7,915,935 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年９月30日) 
当連結会計年度 

(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金 974,522 721,215 

電子記録債務 － 243,803 

短期借入金 － 25,000 

1年内返済予定の長期借入金 ※２ 525,664 522,559 

未払法人税等 162,374 36,384 

未成工事受入金 1,700,656 1,878,106 

賞与引当金 93,637 104,313 

役員賞与引当金 79,750 45,000 

完成工事補償引当金 19,423 15,290 

工事損失引当金 ※４ 6,377 ※４ 70,307 

その他 115,946 163,107 

流動負債合計 3,678,351 3,825,087 

固定負債    

長期借入金 ※２ 329,225 501,614 

繰延税金負債 1,845 9,557 

その他 51,740 51,740 

固定負債合計 382,810 562,911 

負債合計 4,061,161 4,387,998 

純資産の部    

株主資本    

資本金 885,697 885,697 

資本剰余金 1,261,600 1,261,600 

利益剰余金 1,246,047 1,363,901 

自己株式 △4,702 △4,916 

株主資本合計 3,388,641 3,506,281 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 4,181 21,655 

その他の包括利益累計額合計 4,181 21,655 

純資産合計 3,392,823 3,527,937 

負債純資産合計 7,453,985 7,915,935 

 

- 6 -

㈱マサル（1795）　平成29年９月期　決算短信



（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年10月１日 
 至 平成28年９月30日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年10月１日 
 至 平成29年９月30日) 

完成工事高 9,598,945 8,789,655 

完成工事原価 ※３ 8,048,534 ※３ 7,367,713 

完成工事総利益 1,550,411 1,421,942 

販売費及び一般管理費 ※１,※２ 963,799 ※１,※２ 990,602 

営業利益 586,611 431,339 

営業外収益    

受取利息 564 358 

受取配当金 2,199 2,362 

受取賃貸料 2,652 3,388 

保険解約返戻金 61 27,654 

その他 2,264 4,684 

営業外収益合計 7,742 38,447 

営業外費用    

支払利息 13,177 8,428 

その他 1,674 1,711 

営業外費用合計 14,852 10,140 

経常利益 579,501 459,646 

特別損失    

固定資産売却損 ※４ 12,406 － 

固定資産除却損 － ※５ 30,428 

減損損失 － ※６ 97,430 

特別損失合計 12,406 127,858 

税金等調整前当期純利益 567,094 331,788 

法人税、住民税及び事業税 200,170 116,292 

法人税等調整額 △10,241 △1,193 

法人税等合計 189,928 115,099 

当期純利益 377,166 216,689 

親会社株主に帰属する当期純利益 377,166 216,689 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年10月１日 
 至 平成28年９月30日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年10月１日 
 至 平成29年９月30日) 

当期純利益 377,166 216,689 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △13,743 17,474 

その他の包括利益合計 ※ △13,743 ※ 17,474 

包括利益 363,422 234,163 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 363,422 234,163 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成27年10月１日 至 平成28年９月30日）

        （単位：千円） 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 885,697 1,261,600 913,807 △4,613 3,056,491 

当期変動額           

剰余金の配当     △44,927   △44,927 

親会社株主に帰属する当期
純利益     377,166   377,166 

自己株式の取得       △88 △88 

株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 332,239 △88 332,150 

当期末残高 885,697 1,261,600 1,246,047 △4,702 3,388,641 

 

       

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 17,925 17,925 3,074,416 

当期変動額       

剰余金の配当     △44,927 

親会社株主に帰属する当期
純利益     377,166 

自己株式の取得     △88 

株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額） △13,743 △13,743 △13,743 

当期変動額合計 △13,743 △13,743 318,407 

当期末残高 4,181 4,181 3,392,823 
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当連結会計年度（自 平成28年10月１日 至 平成29年９月30日）

        （単位：千円） 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 885,697 1,261,600 1,246,047 △4,702 3,388,641 

当期変動額           

剰余金の配当     △98,835   △98,835 

親会社株主に帰属する当期
純利益     216,689   216,689 

自己株式の取得       △214 △214 

株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 117,853 △214 117,639 

当期末残高 885,697 1,261,600 1,363,901 △4,916 3,506,281 

 

       

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 4,181 4,181 3,392,823 

当期変動額       

剰余金の配当     △98,835 

親会社株主に帰属する当期
純利益     216,689 

自己株式の取得     △214 

株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額） 

17,474 17,474 17,474 

当期変動額合計 17,474 17,474 135,113 

当期末残高 21,655 21,655 3,527,937 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年10月１日 
 至 平成28年９月30日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年10月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 567,094 331,788 

減価償却費 11,797 11,359 

減損損失 － 97,430 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △214 236 

賞与引当金の増減額（△は減少） 17,657 10,676 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 36,750 △34,750 

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 5,503 △4,133 

工事損失引当金の増減額（△は減少） 4,132 63,930 

受取利息及び受取配当金 △2,764 △2,720 

支払利息 13,177 8,428 

保険解約返戻金 △61 △27,654 

固定資産売却損益（△は益） 12,406 － 

固定資産除却損 － 30,428 

売上債権の増減額（△は増加） 582,106 △508,440 

未成工事支出金の増減額（△は増加） △154,537 148,856 

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） 685 178 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △13,619 △13,217 

仕入債務の増減額（△は減少） △371,789 42,395 

未成工事受入金の増減額（△は減少） △108,213 177,449 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 22,946 △6,815 

その他 919 △21,722 

小計 623,978 303,704 

利息及び配当金の受取額 2,773 2,729 

利息の支払額 △13,130 △8,450 

法人税等の支払額 △144,513 △239,995 

営業活動によるキャッシュ・フロー 469,108 57,987 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の払戻による収入 100,180 326,163 

有形固定資産の取得による支出 △55,831 △205,122 

有形固定資産の除却による支出 － △11,458 

有形固定資産の売却による収入 6,791 － 

無形固定資産の取得による支出 △700 △24,881 

貸付けによる支出 △23,400 － 

貸付金の回収による収入 8,289 9,964 

保険積立金の積立による支出 △15,048 △14,828 

保険積立金の解約による収入 647 65,611 

敷金及び保証金の差入による支出 △293 △56,306 

その他 1,320 3,187 

投資活動によるキャッシュ・フロー 21,954 92,329 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の増減額（△は減少） △100,000 25,000 

長期借入れによる収入 500,000 800,000 

長期借入金の返済による支出 △662,684 △630,716 

自己株式の取得による支出 △88 △214 

配当金の支払額 △44,927 △98,835 

財務活動によるキャッシュ・フロー △307,699 95,234 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 183,362 245,551 

現金及び現金同等物の期首残高 936,997 1,120,360 

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 1,120,360 ※ 1,365,911 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

連結子会社の数  1社

連結子会社の名称 株式会社塩谷商会

 

２．持分法の適用に関する事項 

該当事項はありません。

 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

 

４．会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

①  有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は

移動平均法により算定している）

時価のないもの

移動平均法による原価法

②  たな卸資産

ａ 未成工事支出金

個別法による原価法

ｂ 材料貯蔵品

総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

③ デリバティブ

時価法

 

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

①  有形固定資産（リース資産を除く）

定率法によっております。ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並

びに平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法によっております。

②  無形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間

（５年）に基づく定額法によっております。

③  リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
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(3) 重要な引当金の計上基準

①  貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

②  賞与引当金

従業員の賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち、当連結会計年度の負担額を計上してお

ります。

③  役員賞与引当金

役員の賞与支給に備えるため、当連結会計年度に負担すべき支給見込額を計上しております。

④  完成工事補償引当金

完成工事に係る瑕疵担保の費用に備えるため、将来の見積補償額を計上しております。

⑤  工事損失引当金

受注工事に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度末手持工事のうち損失の発生が見込まれ、

かつその金額を合理的に見積もることができる工事について、損失見込額を計上しております。

 

(4) 重要な収益及び費用の計上基準

完成工事高及び完成工事原価の計上基準

①  当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事

  工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

②  その他の工事

  工事完成基準

 

(5) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリス

クしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

 

(6) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。
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（表示方法の変更）

（連結損益計算書関係） 

 従来、「営業外収益」の「その他」に含めていた「保険解約返戻金」は、重要性が増したため、当連結会計年

度より「営業外収益」の「保険解約返戻金」として独立掲記しております。この表示方法の変更を反映させるた

め、前連結会計年度の連結損益計算書の組替えを行っております。

 この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外収益」に表示していた「その他」2,325千円

は、「営業外収益」の「保険解約返戻金」及び「その他」として組替えております。

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

 従来、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「保険解約返戻金」は、重要性が増

したため、当連結会計年度より「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「保険解約返戻金」として独立掲記し

ております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書の組替え

を行っております。

 この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」に表示してい

た「その他」857千円は、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「保険解約返戻金」及び「その他」として組

替えております。

 

 従来、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「敷金及び保証金の差入による支

出」及び「保険積立金の解約による収入」は、重要性が増したため、当連結会計年度より「投資活動によるキャ

ッシュ・フロー」の「敷金及び保証金の差入による支出」及び「保険積立金の解約による収入」として独立掲記

しております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書の組替

えを行っております。

 この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」に表示してい

た「その他」1,674千円は、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「敷金及び保証金の差入による支出」、

「保険積立金の解約による収入」及び「その他」として組替えております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当連結

会計年度から適用しています。
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（連結貸借対照表関係）

※１ 連結会計年度末日満期手形

 連結会計年度末日満期手形の会計処理については、当連結会計年度の末日が金融機関の休日でしたが、満期日

に決済が行われたものとして処理しております。当連結会計年度末日満期手形の金額は、次のとおりでありま

す。

 
前連結会計年度

（平成28年９月30日）
当連結会計年度 

（平成29年９月30日） 

受取手形 －千円 16,828千円

 

 

※２ 担保資産及び担保付債務 

担保に供している資産は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成28年９月30日）
当連結会計年度

（平成29年９月30日）

建物 83,633千円 －千円

土地 350,627 －

計 434,261 －

 

担保付債務は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成28年９月30日）
当連結会計年度

（平成29年９月30日）

１年内返済予定の長期借入金 172,440千円 －千円

長期借入金 170,770 －

計 343,210 －

 

 ３ 運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行３行と当座貸越契約を締結しております。この契約に基づく

連結会計年度末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成28年９月30日）
当連結会計年度

（平成29年９月30日）

当座貸越極度額の総額 1,280,000千円 800,000千円 

借入実行残高 － － 

差引額 1,280,000 800,000

 

※４ 損失が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金と工事損失引当金は、相殺せずに両建てで表示しておりま

す。損失の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資産のうち、工事損失引当金に対応する額は次のとおりで

あります。

 
前連結会計年度

（平成28年９月30日）
当連結会計年度

（平成29年９月30日）

未成工事支出金 6,377千円 70,307千円
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（連結損益計算書関係）

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度 

（自 平成27年10月１日 
  至 平成28年９月30日） 

当連結会計年度 
（自 平成28年10月１日 

  至 平成29年９月30日） 

役員報酬 148,440千円 133,243千円 

従業員給与手当 348,968 364,186 

役員賞与引当金繰入額 79,750 45,000 

賞与引当金繰入額 67,989 72,898 

退職給付費用 17,966 22,199 

法定福利費 74,316 84,088 

減価償却費 11,570 11,071 

 

※２ 一般管理費に含まれる研究開発費の総額

 
前連結会計年度 

（自 平成27年10月１日 
  至 平成28年９月30日） 

当連結会計年度 
（自 平成28年10月１日 

  至 平成29年９月30日） 

研究開発費 33,985千円 29,665千円 

 

※３ 完成工事原価に含まれている工事損失引当金繰入額

 
前連結会計年度

（自 平成27年10月１日
至 平成28年９月30日）

当連結会計年度
（自 平成28年10月１日
至 平成29年９月30日）

完成工事原価 4,132千円 63,930千円

 

 

※４ 固定資産売却損の内容は次のとおりであります。なお、建物及びこれに付随する無形の固定資産は、区分せず

に売却を行ったため、一括して記載しております。 

 
前連結会計年度

（自 平成27年10月１日
至 平成28年９月30日）

当連結会計年度
（自 平成28年10月１日
至 平成29年９月30日）

建物及び借地権（無形固定資産「その他」） 12,406千円 －千円

 

※５ 固定資産除却損の内容は次のとおりであります。 

 
前連結会計年度

（自 平成27年10月１日
至 平成28年９月30日）

当連結会計年度
（自 平成28年10月１日
至 平成29年９月30日）

解体撤去費用等 －千円 30,428千円

 当連結累計期間における固定資産除却損の主なものは、当社の本社屋及び倉庫建て替えに係る解体撤去費

用等であります。
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※６ 減損損失 

 当連結会計年度（自 平成28年10月１日 至 平成29年９月30日）

 当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

 

① 減損損失を認識した資産

用途 種類 場所
減損損失

（千円）

事業用資産
建物、その他、

無形固定資産（その他）
東京都江東区 97,430

 

② 減損損失に至った経緯

 平成29年２月27日開催の取締役会において、新本社屋を本店所在地に建設する決議がされたことに伴い、

使用が見込めない等の資産につき帳簿価額を回収可能額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失

に計上しております。

 

（連結包括利益計算書関係）

※  その他の包括利益に係る税効果額

 
前連結会計年度

（自 平成27年10月１日
至 平成28年９月30日）

当連結会計年度
（自 平成28年10月１日
至 平成29年９月30日）

その他有価証券評価差額金：    

当期発生額 △20,434千円 25,185千円

計 △20,434 25,185

税効果調整前 △20,434 25,185

税効果額 6,691 △7,711

その他有価証券評価差額金 △13,743 17,474

その他の包括利益合計 △13,743 17,474
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（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自 平成27年10月１日 至 平成28年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度
期首株式数 (株)

当連結会計年度
増加株式数 (株)

当連結会計年度
減少株式数 (株)

当連結会計年度末
株式数 (株)

発行済株式        

普通株式 4,505,757 － － 4,505,757

合計 4,505,757 － － 4,505,757

自己株式        

普通株式（注） 13,048 201 － 13,249

合計 13,048 201 － 13,249

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加201株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

 

２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額 (円) 

基準日 効力発生日

平成27年12月18日
定時株主総会

普通株式 44,927 10.0 平成27年９月30日 平成27年12月21日

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額

(千円)
配当の原資

１株当たり
配当額(円) 

基準日 効力発生日

平成28年12月22日
定時株主総会

普通株式 98,835 利益剰余金 22.0 平成28年９月30日 平成28年12月26日
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当連結会計年度（自 平成28年10月１日 至 平成29年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度
期首株式数 (株)

当連結会計年度
増加株式数 (株)

当連結会計年度
減少株式数 (株)

当連結会計年度末
株式数 (株)

発行済株式        

普通株式 4,505,757 － － 4,505,757

合計 4,505,757 － － 4,505,757

自己株式        

普通株式（注） 13,249 399 － 13,648 

合計 13,249 399 － 13,648 

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加399株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

 

２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額 (円) 

基準日 効力発生日

平成28年12月22日
定時株主総会

普通株式 98,835 22.0 平成28年９月30日 平成28年12月26日

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額

(千円)
配当の原資

１株当たり
配当額(円) 

基準日 効力発生日

平成29年12月22日
定時株主総会

普通株式 71,873 利益剰余金 16.0 平成29年９月30日 平成29年12月25日

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前連結会計年度

（自  平成27年10月１日
至  平成28年９月30日 

当連結会計年度
（自  平成28年10月１日
至  平成29年９月30日）

現金及び預金勘定 1,446,524千円 1,365,911千円 

預入期間が３か月を超える定期預金 △326,163千円 －千円 

現金及び現金同等物 1,120,360千円 1,365,911千円 
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（資産除去債務関係）

 当社グループは、事務所等の不動産賃借契約に基づき、退去時における原状回復に係る債務を資産除去債務と

して認識しております。

 なお、賃借契約に関連する敷金が資産に計上されているため、当該資産除去債務の負債計上に代えて、当該不

動産賃借契約に係る敷金の回収が最終的に見込めないと認められる金額を合理的に見積り、そのうち当期の負担

に属する金額を費用に計上する方法によっております。

 この見積りにあたり、使用見込期間は、不動産賃借契約開始からの平均退去年数である18ヶ月を用いておりま

す。

 また、敷金の回収が最終的に見込めないと認められる金額のうち、当連結会計年度の負担に属する金額は2,777

千円であり、当連結会計年度末において敷金の回収が最終的に見込めないと認められる金額は10,000千円であり

ます。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

 当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものであります。

 当社グループは、「建設工事業」「設備工事業」のセグメントから構成されており、各報告セグメントの主

な事業内容は次のとおりであります。

報告セグメント 主な事業内容

建設工事業 シーリング防水工事、メンブレン防水工事等、リニューアル工事

設備工事業 空調設備工事、冷暖房設備工事、給排水設備工事

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」

における記載と概ね同一であります。

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

 セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 平成27年10月１日 至 平成28年９月30日） 

        (単位：千円) 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

連結財務諸表 
計上額 
（注）２   建設工事業 設備工事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 8,996,453 602,492 9,598,945 － 9,598,945 

セグメント間の内部売上高又は
振替高 － 620 620 △620 － 

計 8,996,453 603,112 9,599,565 △620 9,598,945 

セグメント利益 576,484 10,117 586,602 9 586,611 

セグメント資産 7,430,287 279,581 7,709,868 △255,883 7,453,985 

セグメント負債 3,960,702 100,459 4,061,161 － 4,061,161 

その他の項目          

減価償却費 11,643 163 11,806 △9 11,797 

有形固定資産及び無形固定資産
の増加額 56,242 288 56,531 － 56,531 

（注）１．調整額の内容は、次のとおりであります。

(1）セグメント利益の調整額は、セグメント間取引による固定資産の未実現利益の消去であります。

(2）セグメント資産の調整額の主なものは、提出会社の関係会社株式等であります。

(3）減価償却費の調整額は、セグメント間取引による消去であります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

当連結会計年度（自 平成28年10月１日 至 平成29年９月30日） 

        (単位：千円) 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

連結財務諸表 
計上額 
（注）２   建設工事業 設備工事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 8,043,303 746,351 8,789,655 － 8,789,655 

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

－ 3,470 3,470 △3,470 － 

計 8,043,303 749,821 8,793,125 △3,470 8,789,655 

セグメント利益 358,841 72,494 431,336 3 431,339 

セグメント資産 7,769,941 401,838 8,171,780 △255,844 7,915,935 

セグメント負債 4,224,857 163,141 4,387,998 － 4,387,998 

その他の項目          

減価償却費 11,139 223 11,362 △3 11,359 

有形固定資産及び無形固定資産
の増加額 213,559 16,445 230,004 － 230,004 

（注）１．調整額の内容は、次のとおりであります。

(1）セグメント利益の調整額は、セグメント間取引による固定資産の未実現利益の消去であります。

(2）セグメント資産の調整額の主なものは、提出会社の関係会社株式等であります。

(3）減価償却費の調整額は、セグメント間取引による消去であります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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【関連情報】 

前連結会計年度（自  平成27年10月１日  至  平成28年９月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

 本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の氏名又は名称 売上高 関連するセグメント名

鹿島建設株式会社 2,177,567 建設工事業

大成建設株式会社 1,076,789 建設工事業

株式会社大林組 1,074,159 建設工事業

株式会社竹中工務店 975,104 建設工事業

 

当連結会計年度（自  平成28年10月１日  至  平成29年９月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

 本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の氏名又は名称 売上高 関連するセグメント名

鹿島建設株式会社 2,216,152 建設工事業

株式会社竹中工務店 1,120,513 建設工事業

大成建設株式会社 1,062,621 建設工事業

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】 

前連結会計年度（自  平成27年10月１日  至  平成28年９月30日）

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自  平成28年10月１日  至  平成29年９月30日）

 該当事項はありません。
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【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自  平成27年10月１日  至  平成28年９月30日）

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自  平成28年10月１日  至  平成29年９月30日）

 該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自  平成27年10月１日  至  平成28年９月30日）

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自  平成28年10月１日  至  平成29年９月30日）

 該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自 平成27年10月１日
至 平成28年９月30日）

当連結会計年度
（自 平成28年10月１日
至 平成29年９月30日）

１株当たり純資産額 755.22円 785.36円

１株当たり当期純利益金額 83.95円 48.23円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

   ２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は次のとおりであります。

区分
前連結会計年度

（自 平成27年10月１日
至 平成28年９月30日）

当連結会計年度
（自 平成28年10月１日
至 平成29年９月30日）

親会社株主に帰属する当期純利益金額 
(千円)

377,166 216,689 

普通株主に帰属しない金額 (千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益金額 (千円)

377,166 216,689 

普通株式の期中平均株式数 (株) 4,492,642 4,492,400 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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４．個別財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成28年９月30日) 
当事業年度 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,296,385 1,115,645 

受取手形 49,182 ※１ 54,015 

電子記録債権 475,133 481,205 

完成工事未収入金 1,355,954 1,820,921 

未成工事支出金 2,825,538 2,704,516 

材料貯蔵品 6,326 6,148 

前払費用 2,403 2,220 

繰延税金資産 77,569 78,763 

その他 184,345 194,377 

貸倒引当金 △942 △1,180 

流動資産合計 6,271,896 6,456,633 

固定資産    

有形固定資産    

建物 ※２ 300,801 72,547 

減価償却累計額 △206,702 △16,359 

建物（純額） 94,098 56,188 

機械及び装置 6,194 6,194 

減価償却累計額 △4,334 △4,669 

機械及び装置（純額） 1,860 1,524 

工具、器具及び備品 27,552 15,244 

減価償却累計額 △18,926 △9,648 

工具、器具及び備品（純額） 8,626 5,595 

土地 ※２ 401,314 440,679 

建設仮勘定 － 90,493 

有形固定資産合計 505,900 594,481 

無形固定資産    

ソフトウエア 2,558 25,621 

その他 6,689 － 

無形固定資産合計 9,248 25,621 

投資その他の資産    

投資有価証券 70,857 96,043 

関係会社株式 255,844 255,844 

長期貸付金 23,323 17,355 

会員権 107,900 107,900 

保険積立金 226,326 201,727 

その他 31,351 86,694 

貸倒引当金 △72,360 △72,358 

投資その他の資産合計 643,242 693,205 

固定資産合計 1,158,391 1,313,308 

資産合計 7,430,287 7,769,941 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成28年９月30日) 
当事業年度 

(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形 418,795 156,869 

電子記録債務 － 243,803 

工事未払金 531,300 537,285 

短期借入金 － 25,000 

1年内返済予定の長期借入金 ※２ 502,108 505,903 

未払金 23,926 74,699 

未払法人税等 161,592 24,426 

未成工事受入金 1,678,784 1,812,096 

賞与引当金 89,137 88,313 

役員賞与引当金 79,750 45,000 

完成工事補償引当金 19,423 15,290 

工事損失引当金 6,377 70,307 

その他 87,549 67,146 

流動負債合計 3,598,744 3,666,142 

固定負債    

長期借入金 ※２ 308,373 497,418 

長期未払金 51,740 51,740 

繰延税金負債 1,845 9,557 

固定負債合計 361,958 558,715 

負債合計 3,960,702 4,224,857 

純資産の部    

株主資本    

資本金 885,697 885,697 

資本剰余金    

資本準備金 1,261,600 1,261,600 

資本剰余金合計 1,261,600 1,261,600 

利益剰余金    

利益準備金 93,000 93,000 

その他利益剰余金    

別途積立金 291,508 291,508 

繰越利益剰余金 938,300 996,539 

利益剰余金合計 1,322,808 1,381,048 

自己株式 △4,702 △4,916 

株主資本合計 3,465,403 3,523,428 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 4,181 21,655 

評価・換算差額等合計 4,181 21,655 

純資産合計 3,469,584 3,545,083 

負債純資産合計 7,430,287 7,769,941 
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（２）損益計算書

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成27年10月１日 
 至 平成28年９月30日) 

当事業年度 
(自 平成28年10月１日 
 至 平成29年９月30日) 

完成工事高 8,996,453 8,043,303 

完成工事原価 7,499,780 6,750,192 

完成工事総利益 1,496,672 1,293,111 

販売費及び一般管理費    

役員報酬 134,220 118,873 

従業員給料手当 345,505 358,118 

役員賞与引当金繰入額 79,750 45,000 

賞与引当金繰入額 66,415 65,230 

法定福利費 69,873 78,321 

減価償却費 11,478 11,030 

その他 212,944 257,695 

販売費及び一般管理費合計 920,187 934,269 

営業利益 576,484 358,841 

営業外収益    

受取利息 552 356 

受取配当金 2,199 2,362 

受取賃貸料 2,652 3,388 

保険解約返戻金 61 27,654 

その他 2,223 4,591 

営業外収益合計 7,689 38,353 

営業外費用    

支払利息 12,379 8,104 

その他 1,674 1,711 

営業外費用合計 14,054 9,816 

経常利益 570,119 387,378 

特別損失    

固定資産売却損 ※１ 12,406 － 

固定資産除却損 － ※２ 30,428 

減損損失 － ※３ 97,466 

特別損失合計 12,406 127,894 

税引前当期純利益 557,712 259,484 

法人税、住民税及び事業税 198,707 103,603 

法人税等調整額 △10,241 △1,193 

法人税等合計 188,465 102,409 

当期純利益 369,246 157,074 
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【完成工事原価報告書】 

   
前事業年度

（自 平成27年10月１日
至 平成28年９月30日）

当事業年度
（自 平成28年10月１日
至 平成29年９月30日）

区分
注記
番号

金額 (千円)
構成比
(％)

金額 (千円)
構成比
(％)

Ⅰ 材料費   983,925 13.1 781,032 11.6

Ⅱ 労務費   2,378,295 31.7 2,129,636 31.5

（うち労務外注費）   (2,378,295) (31.7) (2,129,636) (31.5)

Ⅲ 外注費   3,569,315 47.6 3,275,706 48.5

Ⅳ 経費   568,244 7.6 563,817 8.4

（うち人件費）   (194,040) (2.6) (206,251) (3.1)

計   7,499,780 100.0 6,750,192 100.0

           

（注）原価計算の方法は、個別原価計算によっております。
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自 平成27年10月１日 至 平成28年９月30日）

                  (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 株主資本
合計 

  
資本 

準備金 
資本剰余 
金合計 

利益 
準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余
金合計   

別途 
積立金 

繰越利益 
剰余金 

その他利
益剰余金

合計 

当期首残高 885,697 1,261,600 1,261,600 93,000 291,508 613,980 905,489 998,489 △4,613 3,141,172 

当期変動額                     

剰余金の配当           △44,927 △44,927 △44,927   △44,927 

当期純利益           369,246 369,246 369,246   369,246 

自己株式の取得                 △88 △88 

株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額）                     

当期変動額合計 － － － － － 324,319 324,319 324,319 △88 324,230 

当期末残高 885,697 1,261,600 1,261,600 93,000 291,508 938,300 1,229,808 1,322,808 △4,702 3,465,403 

 

       

  評価・換算差額等 

純資産合計 
  

その他有
価証券評
価差額金 

評価・換
算差額等
合計 

当期首残高 17,925 17,925 3,159,097 

当期変動額       

剰余金の配当     △44,927 

当期純利益     369,246 

自己株式の取得     △88 

株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額） 

△13,743 △13,743 △13,743 

当期変動額合計 △13,743 △13,743 310,487 

当期末残高 4,181 4,181 3,469,584 
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当事業年度（自 平成28年10月１日 至 平成29年９月30日）

                  (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本

合計 
  

資本 
準備金 

資本剰余 
金合計 

利益 
準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余
金合計   

別途 
積立金 

繰越利益 
剰余金 

その他利
益剰余金

合計 

当期首残高 885,697 1,261,600 1,261,600 93,000 291,508 938,300 1,229,808 1,322,808 △4,702 3,465,403 

当期変動額                     

剰余金の配当           △98,835 △98,835 △98,835   △98,835 

当期純利益           157,074 157,074 157,074   157,074 

自己株式の取得                 △214 △214 

株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額）                     

当期変動額合計 － － － － － 58,239 58,239 58,239 △214 58,024 

当期末残高 885,697 1,261,600 1,261,600 93,000 291,508 996,539 1,288,048 1,381,048 △4,916 3,523,428 

 

       

  評価・換算差額等 

純資産合計 
  

その他有
価証券評
価差額金 

評価・換
算差額等
合計 

当期首残高 4,181 4,181 3,469,584 

当期変動額       

剰余金の配当     △98,835 

当期純利益     157,074 

自己株式の取得     △214 

株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額） 

17,474 17,474 17,474 

当期変動額合計 17,474 17,474 75,498 

当期末残高 21,655 21,655 3,545,083 
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（４）個別財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（重要な会計方針）

１．資産の評価基準及び評価方法

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

① 子会社株式   移動平均法による原価法

② その他有価証券

時価のあるもの 決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理

し、売却原価は移動平均法により算定）

時価のないもの 移動平均法による原価法

 

(2) たな卸資産の評価基準及び評価方法

① 未成工事支出金 個別法による原価法

② 材料貯蔵品   総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

 

(3) デリバティブ等の評価基準及び評価方法

デリバティブ 時価法

 

２．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法によっております。ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに

平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法によっております。

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５

年）に基づく定額法によっております。

(3) リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

 

３．引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞与引当金

従業員の賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち、当事業年度の負担額を計上しております。 

(3) 役員賞与引当金

役員賞与の支出に備えるため、当事業年度における支給見込額に基づき計上しております。

(4) 完成工事補償引当金 

完成工事に係る瑕疵担保の費用に備えるため、将来の見積補償額を計上しております。

(5) 工事損失引当金

受注工事に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末手持工事のうち損失の発生が見込まれ、かつその

金額を合理的に見積もることができる工事について、損失見込額を計上しております。

 

４．完成工事高及び完成工事原価の計上基準 

(1) 当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事

工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

(2) その他の工事

工事完成基準
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５．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

 

（表示方法の変更）

（損益計算書関係） 

 従来、「営業外収益」の「その他」に含めていた「保険解約返戻金」は、重要性が増したため、当事業年度よ

り「営業外収益」の「保険解約返戻金」として独立掲記しております。この表示方法の変更を反映させるため、

前事業年度の損益計算書の組替えを行っております。 

 この結果、前事業年度の損益計算書において、「営業外収益」に表示していた「その他」2,285千円は、「営

業外収益」の「保険解約返戻金」及び「その他」として組替えております。 

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当事業

年度から適用しています。
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（貸借対照表関係）

※１ 事業年度末日満期手形

 期末日満期手形の会計処理については、当事業年度の末日が金融機関の休日でしたが、満期日に決済が行われ

たものとして処理しております。当事業年度末日満期手形の金額は、次のとおりであります。 

 
前事業年度

（平成28年９月30日）
当事業年度

（平成29年９月30日） 

受取手形 －千円 6,028千円

 

※２ 担保資産及び担保付債務 

 担保に供している資産は、次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成28年９月30日）
当事業年度

（平成29年９月30日）

建物 83,633千円 －千円

土地 350,627 －

計 434,261 －

 

 担保付債務は、次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成28年９月30日）
当事業年度

（平成29年９月30日）

１年以内返済予定の長期借入金 172,440千円 －千円

長期借入金 170,770 －

計 343,210 －

 

３ 運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行３行と当座貸越契約を締結しております。この契約に基づく当

事業年度末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成28年９月30日）
当事業年度

（平成29年９月30日）

当座貸越極度額の総額 1,280,000千円 800,000千円

借入実行残高 － －

差引額 1,280,000 800,000
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（損益計算書関係）

※１ 固定資産売却損の内容は次のとおりであります。なお、建物及びこれに付随する無形の固定資産は、区分せず

に売却を行ったため、一括して記載しております。 

 
前事業年度

（自 平成27年10月１日
至 平成28年９月30日）

当事業年度
（自 平成28年10月１日
至 平成29年９月30日）

建物及び借地権 12,406千円 －千円

 

※２ 固定資産除却損の内容は次のとおりであります。 

 
前事業年度

（自 平成27年10月１日
至 平成28年９月30日）

当事業年度
（自 平成28年10月１日
至 平成29年９月30日）

解体撤去費用等 －千円 30,428千円

 当事業年度における固定資産除却損の主なものは、当社の本社屋及び倉庫建て替えに係る解体撤去費用等

であります。

 

※３ 減損損失 

 当事業年度（自 平成28年10月１日 至 平成29年９月30日）

 当社は以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

 

① 減損損失を認識した資産

用途 種類 場所
減損損失

（千円）

事業用資産
建物、その他、

無形固定資産（その他）
東京都江東区 97,466

 

② 減損損失に至った経緯

 平成29年２月27日開催の取締役会において、新本社屋を本店所在地に建設する決議がされたことに伴

い、使用が見込めない等の資産につき帳簿価額を回収可能額まで減額し、当該減少額を減損損失として特

別損失に計上しております。

 

（重要な後発事象）

  該当事項はありません。
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＜参考＞個別工種別受注高・売上高・繰越高
 

区分 

前事業年度 

（自 平成27年10月１日 

至 平成28年９月30日） 

当事業年度 

（自 平成28年10月１日 

至 平成29年９月30日） 

比較増減（△は減） 

金額 (千円)
構成比

(％) 
金額 (千円)

構成比

(％) 
金額 (千円)

増減率

(％) 

受注高 

シーリング防水工事 4,545,697 53.4 4,868,526 58.3 322,828 7.1

メンブレン防水工事等 474,051 5.6 493,803 5.9 19,751 4.2

リニューアル工事 3,494,386 41.0 2,984,211 35.8 △510,174 △14.6

合  計 8,514,135 100.0 8,346,541 100.0 △167,594 △2.0

売上高 

シーリング防水工事 4,790,871 53.3 4,533,401 56.3 △257,469 △5.4

メンブレン防水工事等 467,655 5.2 510,822 6.4 43,167 9.2

リニューアル工事 3,737,926 41.5 2,999,079 37.3 △738,847 △19.8

合  計 8,996,453 100.0 8,043,303 100.0 △953,149 △10.6

繰越高 

シーリング防水工事 3,341,035 59.2 3,676,160 61.8 335,125 10.0

メンブレン防水工事等 343,506 6.1 326,487 5.5 △17,019 △5.0

リニューアル工事 1,962,857 34.8 1,947,989 32.7 △14,868 △0.8

合  計 5,647,399 100.0 5,950,637 100.0 303,237 5.4

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。また、構成比率及び増減率は小数点第２位を四捨五入して

表示しております。

- 34 -

㈱マサル（1795）　平成29年９月期　決算短信


	サマリー
	本文

